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教育法規事例研究 
－学校から寄せられた教育法規が関係する問題の質問に答える－
山本　豊
東京福祉大学社会福祉学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1
（2012年1月6日受付、2012年3月1日受理）
抄録：本研究では、学校内での事故や指導上のトラブルに対する保護者からの責任追及などについて学校関係者の協力を
得て提示してもらった。そして、それを教育法規の目を通して、具体的な解決方法を示した。取り上げた内容は、1）宗教上
の治療拒否と事故対応について、2）学級だよりと管理職の責任について、3）問題行動と出席停止について、4）展示物の破
損と責任について、5）年次有給休暇と時季変更権について、6）学校内の禁煙についての6点である。いずれの内容も法律
的に解決が可能なものである。ただ、内容の中には法規の解釈上見解が分かれるものもある。その様な場合には学校の実
態を踏まえながら、法規の解釈上許される範囲内での現実的な解決方法を示すように心がけた。研究結果は質問に答える
形で示してある。
（別刷請求先：山本　豊）
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緒言
教育委員会や学校から教育法規に関する研修会の講師
を依頼されることがある。その中には児童・生徒間でトラ
ブルがあった場合の学校の責任について、事故発生の際、
保護者からの責任追及にどう対応すべきかなど、具体的
な事例に則した法的な対応のあり方を研修内容とする場
合がある。研修会の度に感じることは、先生方は大学教
育で憲法や簡単な教育法規に関して学ぶことはあるが、
具体的な事例を法規に照らし合わせて課題解決を図るこ
とに不慣れなことである。どちらかというと「教育的配
慮」や「教育条理」ということで課題解決を図ろうとする
場合がある。しかし、そのような方策は時として解決に
至らずにかえって紛糾させる場合がある。そこで、今日
の学校で実際に生じている様々な課題を学校関係者の協
力得て、提示して貰った。今日多くの課題を抱えている
学校関係者にとって、この研究が課題解決のために少し
でも役に立つことを願ってやまない。
質問と回答
1．宗教上の治療拒否と事故対応について
質問
私が校長をしている公立小学校で、ある宗教団体の信者
である5年生の保護者から「学校で事故にあった場合は、一
切応急手当てをしないで欲しい。また病院で輸血をしなけ
ればならないような事態になっても、宗教上の理由で拒否
するのでこのことは堅く守って欲しい。」と申し入れがあ
りました。保護者からそのような申し出があった場合には
学校は何もしてはいけないのでしょうか。また、子どもが
輸血をしなければ死ぬかもしれないと解っていて病院は輸
血をしてはいけないのでしょうか。5年生の保護者は普段
から連絡がとりにくく万が一の場合を考えたら不安です。
近々、宿泊を伴う移動教室も予定しているので、このよう
な場合の対応について法律的にはどのようになっているの
かお聞かせ下さい。
回答
2008年の夏に消化管内の大量出血で重体となった1歳
男児への輸血を拒んだ両親について、親権を一時的に停止
するように求めた児童相談所の保全処分請求を家庭裁判
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所が半日で認め、男児が救命されたというケースがありま
した。
子どもの治療には通常、親の同意が必要です。そのため
に主治医は緊急輸血が必要だとして両親を再三説得したの
ですが、「宗教上の理由」として拒否されました。そこで、
病院は生命の危険があるとして児童相談所に通報しまし
た。児童相談所では児童虐待の一種である「医療ネグレク
ト」であるとして、家庭裁判所に両親の親権喪失宣言を申
し立てるとともに、それまでの緊急措置として親権者の職
務執行停止（親権停止）の保全処分を求めました。その結
果、輸血を伴う治療行為が可能となり、男児は救命された
のです。　
医療ネグレクトに対しては過去に1週間程度で親権の停
止を認められた例がありますが、即日審判は異例の早さで
あるとして注目を集めました。
このように、たとえ保護者が子どもの治療として輸血を
拒否しても、必要な場合は親権を停止して輸血が認める場
合があるということです。また、救急治療をしなければ重
大な結果をもたらすことが予見できるような場合には、保
護者が拒否したとしても、輸血の例と同様の考えで親権停
止をして治療行為を行うことができると考えられます。
子どもの命を預かる学校の責任者たる校長が、宗教上の
理由には逆らえないとして保護者のいいなりなることは許
されるものではありません。教育委員会とも連携をとりな
がら、子どもの命を守るために最善を尽くすことが校長の
努めです。
因みに、日本輸血・細胞治療学会などは15歳未満の患者
に限り、本人や親が拒否していても命の危険があると判断
される場合は輸血を行うとの指針を出しています。上記の
ケースはこの指針に基づいて行われたものと思われます。
一方、緊急時に無断で輸血して救命しようとしたとし
て、ある宗教団体の信者である患者から訴えられた医師と
病院が最高裁で敗訴するという事例がありました（2000年
2月29日）。このようなことから、病院は義務教育を終え
た15歳以上に対しては、宗教上の輸血拒否を患者の自己決
定権として原則として尊重しています。
2．学級だよりと管理職の責任について
質問
公立小学校の校長です。今年、本校に赴任してきた教員
生活4年目のA教諭のクラスの保護者からいわゆる「学級
だより」に関して苦情が私（校長）や教頭に寄せられるよう
になりました。それは小漢字テストの満点をとった児童名
を学級だよりに載せていたことです。特定の子どもは何回
も載るが、いつまでたっても載らない児童の保護者からの
苦情です。苦情が収まらないので、私や教頭も出席して保
護者会を開きました。そこで、担任は「励ましの意味とや
る気を出して漢字の練習に取り組んでもらいたいために、
頑張った満点の児童名だけを載せた」と、保護者会で説明
しました。その説明に納得しない保護者からは管理職の責
任をも問う発言がありました。そのとき、教頭が「学級だ
よりのことは担任の自主性に任せているので、その内容に
ついては詳しく知らない」と、発言したために、管理職はそ
れで良いのかと保護者会は益々紛糾してしまいました。
学級だよりの法的なことや対応についてお聞かせ下
さい。
回答
まず、「学級だより」の法的な性格についてお答えしま
す。学級だよりは公務員である担任が職務上発行する文
書ですから公文書です。週や月にどの程度発行するかに
ついては多くの学校では担任に任されているのが現状だ
と思います。しかし、学級だよりの内容は学校の教育方針
に関わるものが考えられますから、学校教育法37条4項（校
長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。）を根拠に
校長は発行に当たって目を通す必要があります。したがっ
て、学級だよりのことは担任の自主性に任せているので内
容については詳しく知らないと教頭が述べたことは問題
です。教頭は、内容については詳しく知らないから管理職
には責任はないと言いたかったのでしょうが、それは法的
に通用しない話です。先ほど述べたように週や月にどの
程度発行するかは担任の自主性に任せることはあっても、
職務上発行される学級だよりについては最終的には校長
に責任が生じます。また自主性に任せても責任を免れる
ことはできません。多くの学校では、校長の決裁をとって
学級だよりを発行するようになっていますが、たとえ決済
をとって無くても校長には責任が生じる場合があるとい
うことです。それが、校務をつかさどり、所属職員を監督
するということです。
学校という場において教員が意欲的に物事に取り組む
ために自主的な教育活動を尊重することはある面では必要
なことかもしれません。しかし、そのような場合でも何か
ことが生じたときには校長は責任を負うことがあります。
教室に掲示される児童の作品についての評価について
も配慮を要する時代です。学級だよりに、たとえ小漢字テ
ストといえども成績に関する情報を掲載することは問題で
す。もっとも保護者は個人情報を勝手に流したというよ
り、頑張っても満点を取れない子どもの気持ちを考えて欲
しいとの思いで苦情を述べていたのかもしれません。その
点についての配慮が無い担任に対しての不満が今回の問題
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となったのではないでしょうか。
校長先生としては学級だよりに目を通すことは、別の観
点からの学級経営ぶりが解るものです。そこには担任の教
育観も現れます。また、担任と話し合うよい機会として学
級だよりにきちんと目を通されることを望みます。　
3．問題行動と出席停止について
質問
私が校長をしている公立の中学校では他の生徒の学習
権を守るために、残念ながら時には出席停止を規定に従っ
て行っています。学校では出席停止期間中は家庭訪問を
したり、学習指導のために特別のサポート態勢をとったり
していますが、常時その生徒に関わっている余裕はありま
せん。
　一方、出席停止の対象となる生徒の家庭の多くは保護能
力に欠けています。そのような家庭では、「力関係が逆転
し、我が子と話し合いができない」「出席停止期間中も子ど
もを家において仕事優先、深夜帰宅」ということが少なく
ありません。その結果、子どもは堂々と遊びに出かけ怠学
傾向と問題行動が深刻化することがあります。
出席停止の理念とそれを実施した結果の厳しさに直面
しています。問題行動と出席停止について法的な面からご
教示をお願いいたします。
回答  
公立の中学校では問題行動を起こした生徒に対して停
学処分も退学処分もできません。その代わりという訳では
ありませんが、学校の秩序を維持し、他の生徒の義務教育
を受ける権利を保障する観点から学校教育法第35条（中学
校については第49条で準用）で出席停止が認められていま
す。この緊急避難的な措置ともいえる制度はそれはそれで
意味のあることですが、出席停止を受けた生徒の就学義務
（学習）や生活指導上の課題が気になるところです。そこ
で、学校教育法第35条4項で「市町村の教育委員会は、出席
停止の命令に係る生徒の出席停止の期間における学習に対
する支援その他の教育上必要な措置を講ずるものとする。」
としています。出席停止をした場合、学習の支援や教育上
必要な措置を学校がどこまでできるかが課題となっていま
す。質問のような内容の場合は出席停止によって学校の秩
序は一時的に保たれても、出席停止を受けた生徒の状況は
必ずしも良い方向に向かうとはいえないということです。
また教員による特別のサポート態勢には、そのための人的
な措置がない状況では限界があります。
このような場合、学校は児童相談所と緊密な連携をもち
ながら生徒指導を進めることが考えられます。（児童福祉
法による児童は18歳未満）児童相談所の主な業務内容は以
下の通りです。
  ① 児童に関する問題について、家庭からの相談に応ず
ること。
  ② 児童およびその家庭について必要な調査を行い、
また、医学的、心理学的、教育学的、社会学的および
精神保健学的観点から専門的判定を行うこと。
  ③ 上記の②に基づいて必要な指導を行う。
  ④ 必要に応じて児童の一時保護を行うこと。
したがって、学校は生徒指導上かなりの課題を抱えてい
る生徒に対しては出席停止を教育委員会に求める以前から
児童相談所と連携をとることが必要です。
生徒指導をめぐる問題の中には、学校だけの努力ではど
うにも解決の道筋が見いだせないものが少なくないからで
す。暴力、いじめ、非行、学校への不適応など生徒の問題行
動に適切に対応するには、警察署、児童相談所、福祉事務所、
などの関係諸機関などの力を借りながら生徒指導を進めな
ければならないことも十分考えられます。
ただ、課題のある生徒を他の関係機関に押しつけてしま
うことは学校教育自体に対して保護者を始めとする学校関
係者から信頼を失うことにもなりかねません。学校は関係
諸機関からは専門的な援助を得て、それを生徒指導に生か
すという学校の主体性を堅持して教育活動を進めていくこ
とが大切です。
4．展示物の破損と責任について
質問
公立小学校の校長です。今年も夏休みの自由研究とし
て児童から多くの作品が集まりました。そこで、例年通り
多目的室を使用して展示会を行いました。本校では展示物
の見学時間を、各学年毎に割り振っています。展示物の中
には触ったり動かしたりしても良いものもありますが、多
くは見て楽しむものです。
5年生の展示物の中にガラス製の万華鏡があり、多くの
児童の関心を呼んでいました。この作品は手にとって楽し
んでも良いものでした。3年生が見学の時ですが、関心の
高い万華鏡だったので子どもたちの間で奪い合いになり、
結果的に床に落とし、壊してしまいました。学校としては
被害にあった児童や保護者に謝ったのですが、保護者から
は学校の展示方法や子どもたちへの指導に問題があったと
して許して貰えませんでした。万華鏡の材料であるガラス
はこの夏の海外旅行の思い出にと購入したもので、二度と
手に入りにくい貴重な物であるとのことでした。その結
果、保護者からガラス代の請求と貴重なガラスが二度と手
に入らないことによる苦痛と夏の思い出を壊されたことに
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対する慰謝料を請求されました。このような場合、法律的
にはどうなるのかお教えください。
回答　
このケースでの保護者の請求は必ずしも無法なものと
は思えません。すなわち、学校の展示方法や見学の際の事
前の指導や見学中の児童管理などに問題があれば、道義的
責任のみではなく法律的にも責めを負うことになります。
従って、学校は誠実に対応する必要があります。
保護者の請求の根拠となっている民法第709条と第710
条によるものです。学校の展示方法や児童への指導や管理
などに過失があったとして損害賠償請求の対象となったも
のです。3年生の児童たちが関心ある物を奪い合いをする
ことは十分予見可能であったと考えられます。また事前指
導を適切に行うことで展示物に損傷をきたさないようにす
る義務が学校にはあります。学校が損害賠償に応ずるとな
れば教育委員会を通して弁済が行われることになります。
また、互いの主張に合意が得られず訴訟ということにな
れば、被告側は当該学校の設置者ということになります。
学校の過失が認定された場合には国家賠償法第1条によっ
て損害が賠償されます。学校の過失が認定されたとしても
重大な過失ではない限り担任や管理職には賠償義務はあり
ません。ただ服務上懲戒処分とまではならなくとも、教育
委員会より何らかの注意があることは十分考えられます。
たとえ法的な責任が生じなくても、子どもの貴重な作品
を学校の不注意によって破損してしまったことには変わり
ありません。保護者の憤りは教育的な配慮に欠けていたこ
とに対するものだったのかもしれません。
因みに、鍵をかけてある展示室に子どもが勝手に休み時
間に入り作品を壊したような場合は学校には責任はあり
ません。このような場合は民法712条および民法第714
条により破損した子どもの保護者が責任を負うことにな
ります。
　　
  参照条文
   民法第709条
   民法第710条
   民法712条
   民法第714条
   国家賠償法第1条　
5．年次有給休暇と時季変更権について
質問
私が校長をしている公立小学校で、6年の担任Aから終
業式の前日、「明日、年次有給休暇を取得したい」との申し
出がありました。そこで終業式の日は教頭が担任Aの代わ
りに通知表を渡したり、長期休業中の諸注意等をしたりす
る態勢をとることにして休暇を承認しました。
ところが、Aの休暇理由はお気に入りのアーティストの
遠隔地でのコンサートを見に行くことが目的であることを
知った他の教員からは不満の声が漏れてきました。私とし
ては教頭が担任の代わりをできる状況では時季変更権は行
使すべきではないと考え、休暇を認めました。しかし、A
教諭の休暇理由を知った保護者からも後日学校に苦情が寄
せられました。
年次有給休暇と時季変更権についての法的なことにつ
いてお聞かせください。
回答
まず、年次有給休暇と時季変更権について労働基準法は
どのように規定しているかを見てみましょう。労働基準法
39条4項に「使用者は……有給休暇を労働者の請求する時
期に与えなければならない。ただし、請求された時期に有
給休暇を与えることが事業の正常な運営を妨げる場合にお
いては、他の時期にこれを与えることができる。」と規定し
ています。年次休暇の法的な性格については、かつては「請
求権説」と「形成権説」とが対立していました。請求権説と
は、使用者（学校では校長）が請求を承認してはじめて年休
が成立するという説であり、形成権説とは、労働者が年休
の届けを出せば、それだけで年休が成立するという説です。
しかし、この対立は1973年3月28日に最高裁判所が、労働
者が時期指定をしたときは、使用者が時季変更権を行使し
ない限り、労働者は当然に年次休暇を取得することができ
るという、いわゆる「時季指定権説」をとって以来、これが
通説になっています。
では次に、使用者（校長）はどのような場合に時季変更権
を行使できるかですが、年次有給休暇は原則として職員が
請求する時期に与えることになっています。ただし、請求
された時期に年次有給休暇を与えることが学校の正常な運
営を妨げる場合に限り、時季変更権を行使することができ
ます。すなわち、時季変更権を行使できるかどうかの判断
基準は、学校の正常な運営に支障をきたすかどうかの有無
であって、これ以外の判断基準を用いることは認められま
せん。したがって、教職員から年次有給休暇の申し出が
あった場合、校長がその理由を尋ねたうえで、その妥当性
を勘案して時季変更権を行使するかどうかは原則として許
されません。
本件の場合、終業式の当日とはいえ、教頭が担任の代わ
りをすることで対応が可能と考え、休暇を認めた校長先生
の判断は法的には可としなければなりません。学校にはも
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ともと予備的な職員が配置されているわけではありません
から、職員が休暇を取るということは学校の運営に何らか
の支障を来します。それを理由に時季変更権は行使できな
い事例と法的には考えるべきでしょう。今回の事例は終業
式のように大きな学校行事以外の日でしたら、ここまでの
問題とはならなかったかもしれません。
ところで、A教諭が卒業式の日に年次有給休暇を申し出
てきた場合には別の日に年休を取るように時季変更権を行
使することは問題ありません。そもそも6年担任が卒業式
の日に年次有給休暇を申し出ることは教師としての資質を
問われます（親が危篤状態にあり明日をも知れないという
場合は別問題ですが）。今回のA教諭の年休の申請は正当
な権利として認められるとしても、教師としてあり方とい
う点ではいささか問題があると思わざるを得ません。ま
た、校長としてはA教諭に対して教師としてのあり方とい
うことについて指導の余地がある件と考えるべきでしょ
う。そのことが保護者からの信頼を得るために必要なこと
と考えます。
6．学校内の禁煙について
質問
私が校長をしている公立学校では全校一斉に「敷地内全
面禁煙」が教育委員会より言い渡されました。その際、休
憩時間以外の喫煙を認めず、休憩時間であっても敷地外に
出る際には休暇を取らせるようにとの指導がありました。
健康増進法が制定されて以来、受動喫煙防止対策の為に校
内でも様々な努力してきましたが、休憩時間中の敷地外で
の喫煙に対して休暇を取らせることの可否についてお聞か
せください。
回答
休憩時間であっても敷地外に出る際には休暇を取らせ
るようにとの件ですが、先生か教育委員会のどちらかに誤
解があるとしか思えません。休憩時間は自由に利用できる
ように労働基準法第34条3項に規定してあります。従って、
教育委員会が先生が尋ねられたような言い方をしたのであ
れば、違法です。
しかし、いわゆる業間、すなわち児童・生徒の休み時間
のことを休憩時間として表現していたのであれば、教育委
員会の考えは労働基準法に抵触することになりません。
教育委員会は多分そのような意味で休憩時間と言ったの
ではないでしょうか。もしそうであれば、誤解を招く表現
であったと思われます。一方、校長先生も疑問に思われた
ら率直に教育委員会に質問されることも大切ではないで
しょうか。
児童・生徒の休み時間は教職員の休憩時間ではありませ
んから、敷地外で喫煙することに対して休暇を取らせるこ
とは必ずしも違法とは言えません。ただし、2，3分程度の
喫煙のために敷地外に出たからといって1時間の休暇を取
らせることの妥当性については考えが分かれそうです。
ところで、多くの自治体では労働時間短縮のために休息
時間を廃止しました。以前は多くの職場で業間に職員室内
でお茶を飲むことが休息時間として行われていました。
（喫煙に関しては健康増進法25条が規定される以前から職
員室での喫煙は減少していました）。休息時間が無くなっ
たということで、厳しく言えばお茶を飲むためには休暇を
申請しなければならないことになります。（職員室でお茶
を飲もうが、敷地外で煙草を吸おうが休憩していることに
は変わりがないからです。）このような表現をしたからと
いって、決して喫煙を勧めているわけではありません。受
動喫煙を無くすために敷地内での喫煙を全面禁止すること
には異論はありません。
問題は休憩時間の取り方ということに限った場合に、喫
煙と喫茶を区別して扱うことができるかということです。
すなわち、業間に校門の傍で一服（喫煙）している者と職員
室で一服（喫茶）している者とで区別することの妥当性で
す。一方には休暇を取らせ、一方にはそのようなことをし
ないことが妥当であるかです。喫煙を悪いことであるか
ら、そのような扱いを受けても仕方がないというのは些か
ヒステリックな論理に思えます。喫煙自体は違法ではあり
ませんし、これは憲法13条で保障されている幸福追求権の
一つと考えられます。従って、休暇の面で喫煙と喫茶を区
別することは憲法14条の法の下の平等に反する虞なしと
しません。また、一服のために敷地外に出たからといって
休暇を取らせることは余りにも杓子定規であり、法適用の
趣旨とは異なるように思えます。（喫煙の頻度を度外視で
きませんが）
世の中に何となく余裕が無くなっているときには、教育
界こそはおおらかであって欲しいものです。
考察と結語
質問内容を検討したり、冒頭で述べた研修会での講師を
したりしている中で改めて感じたことは、学校関係者（校
長や教員）の多くが法律的な知識が少ないということであ
る。そのために問題となっている内容を解決するための法
律はあるのだろうか、またあるとすれば何という法律なの
だろうかが解らないということよくあるケースである。学
校関係者の法律的な知識の少なさを如実に示すものが、そ
もそも問題となっている事例が法律上の問題となり得るか
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も解らないということである。そのために解決方法が見い
だせないケースが多かったといえる。
また学校では課題解決の方法として、法律的な知識を用
いることを潔しとしない教職員が中にはいる。法律は杓子
定規で冷たいものであるので学校には馴染まないとの考え
である。そのような者は学校で問題解決するにあたって大
切なことは法律よりも「教育的な配慮」や「教育条理」が優
先すると考えている場合がある。学生時代からあまり馴染
みのなかった法律を使って、ことを解決しなくても情に絡
めた教育的な配慮で、今まで解決できたとの自負心がそう
思わせるのかもしれない。しかし、今日の社会では教育的
な配慮や教育条理だけでは解決できないケースが増えてい
ることも確かである。そのことを端的に示すものとして、
教育委員会の中に顧問弁護士をおいて課題解決を図ってい
るところもある。
課題が生じたとき、すぐに法律を持ち出すことは確かに
我が国の教育現場には馴染みにくいし、保護者や地域住民
の理解や信頼をすぐには得られにくいかもしれない。しか
し、最終的な解決方法は法の規定によらざるを得ない場合
がある。
回答は学校や保護者、地域住民の気持ちを考え、法規だ
けでなく教育的な配慮をも考えたものになっている。ま
た、平易で具体的な解決方法を心がけたつもりである。課
題は、具体的な解決方法を一般化できる力を学校関係者に
どのようにして付けて貰えるかである。大学での法規学習
の充実はもとより、教育委員会は研修計画やOJTを通して、
法的な知識と考え方を教職員に対してどのようにして身に
付けさせるかを真剣に考える時期に来ているのではないだ
ろうか。
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Abstract : In this article, I addressed the problems about responsibilities of the school raised by school officials.  The 
problems involve any blames placed by parents for the accidents, and coaching or teaching troubles in the school.  I used 
a case study approach to the questions how to deal with these problems from the view point of educational law.  The 
following six case studies are described: 1. Rejection of medial treatment due to the religious reason and the appropriate 
actions in a case of accident, 2. Classroom newspapers and the responsibility of management, 3. Problematic behavior and 
out-of-suspension, 4. Damage to exhibits and the responsibility of the damage, 5. Annual paid leaves and right to change 
the time thereof, and 6. Prohibition of smoking in the schools.  In all of these cases, the problems could be legally solved, 
though some cases were controversial dependent on the legislative interpretation.  In such cases, I tried to present realistic 
suggestions based on the actual conditions of the school as far as the legislative permission of interpretation.
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